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1. はじめに
これまでに，鋼製セグメント工業会は二次覆工省略型コンクリート中詰鋼製セグメントを開発している．二

次覆工省略型コンクリート中詰鋼製セグメントは，小口径トンネル（ 外径φ2000mm程度）では鋼殻と中詰コ
ンクリートが合成構造として挙動しているとの報告1）があるが，中～大口径トンネルでは合成構造挙動が安定

して発揮されず，一般的には中詰コンクリートを無視し，鋼殻のみを耐荷構造（ 非合成構造）と見なしている．

そのため，地盤条件・ トンネル径によっては不経済な設計となるケースもあり，近年のシールドトンネル規模

の拡大傾向も相まって，トンネル径に拘らず合成挙動を安定して発揮し得るより合理的なセグメントの開発が

課題となっていた．

当社では，上記のような状況を勘案し，トンネル径に拘らず合成構造設計が可能なコンクリート中詰型合成

セグメントを開発した．本稿では，その構造概要と単体載荷試験結果について報告する．

2. 構造概要
コンクリート中詰型合成セグメントは図-1 に示すように，①主桁・ 継手板・ スキンプレートにより構成さ
れる鋼殻，②中詰コンクリート，③「 く 」 型縦リブにより構成される．土水圧などの外圧がセグメントに作用

した際に，②中詰コンクリートと③「 く 」 型縦リブの間にトンネル半径方向の(ア)く さび効果， (イ)機械的せ
ん断伝達効果，トンネル周方向の(ウ)ずれ止め効果が働き，①鋼殻と②中詰コンクリートを一体化，合成構造
設計が可能となる．小口径トンネルでは(ア)による鋼殻－中詰コンクリート間の荷重伝達機能のみで合成構造
設計が可能となるが，本セグメントは(イ)によりトンネル径に拘らず合成構造設計を実現している点が特徴で
ある．
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図-1 コンクリート中詰型合成セグメント構造概要図 

3. 平板載荷試験 －試験概要－
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 本試験は，コンクリート中詰型合成セグメントの本体部

耐荷性能の確認を目的として実施した．図-2に試験体概要
図を，図-3に載荷概要図を示す．試験は広幅平板試験体を
用いて，局所面圧載荷（ 水圧バッグ強度まで），2線載荷（ 終
局まで） の順に2種類の載荷試験を実施した．
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